
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
オ
レ
オ
レ
に

亭
主
と
知
り
つ
つ

電
話
切
る
）
（
こ
の
脂
肪

形
状
記
憶
に

な
ら
な
い
か) 

（
コ
ン
ビ
ニ
の

弁
当
置
い
て

妻
遠
出
）
（
探
し
物

何
探
し
て
た
か

忘
れ
て
る
）

月
末
で
地
協
会
計
年
度
末

を
迎
え
る
が
、
諸
課
題
を

確
認
し
、
新
年
度
の
運
動

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い｣

等
と
述
べ
た
。

主
な
報
告
事
項
は
、
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
体
制
と

生
活
困
窮
者
支
援
モ
デ

ル
事
業
を
行
っ
て
い
る
長

岡
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
生
活
保
護

制
度
研
修
会
を
８
月

19

日(

月)

に
開
催
し
た
。

生
活
保
護
受
給
者
は
、

年
々
多
く
な
り
、
今
年
５

月
末
に
は
２
１
５
万
３
千

人
を
超
え
、
約

60

人
に

一
人
と
い
う
割
合
と
な
っ

て
い
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
も
相

談
者
が
多
く
、
制
度
を
踏

ま
え
た
支
援
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
研
修
会

に
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
支
援

員
や
県
内
の
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
よ
り
そ
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「
７
月
末
の
豪
雨
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
連

合
と
し
て
も
各
組
織
の
協

力
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対

応
で
き
、
組
織
と
し
て
の

役
割
を
発
揮
で
き
た
。
９

第

12
回
連
合
中
越
幹

事
会
は
、
７
月

22

日
以

降
の
活
動
報
告
と
年
度
末

の
９
月
期
活
動
に
つ
い
て

協
議
決
定
し
た
。

矢
島
議
長
は
挨
拶
で

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

｢

支
部
だ
よ
り｣

順
番
等
を

確
認
し
た
。

ま
た
、
参
議
院
選
挙

に
対
す
る
意
見
も
出
さ

れ
、
留
意
事
項
と
し
た
。

８
月
22
・

23
日
の
二

日
間
に
渡
り
、
新
潟
東
映

ホ
テ
ル
と
勤
労
福
祉
会
館

に
お
い
て
標
記
の
会
が
開

催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
主
催
者

代
表
の
大
森
事
務
局
長
か

ら
「
交
流
会
を
通
じ
て
相

談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
地
域
に
貢
献
し
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
、
そ
の

後
、
各

県
（
茨

木
、
栃

木
、
群

馬
、
埼

玉
、
千

葉
、
神
奈
川
、
山
梨
、
静

岡
、
新

潟
、

31

名
）
か

ら
活
動
報
告
の
発
表
が
行

わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。

２
日
目
は
「
新
潟
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
海
老
原
主
任
相

談
員
と
「
に
い
が
た
フ
ー

ド
バ
ン
ク
」
の
守
本
部
長

か
ら
と
り
く
み
の
報
告
が

あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
る
な
か
で
無
事
終

了
し
て
き
た
。 

来
運
動
と
地
域
に
根
ざ
し

た
連
合
運
動
を
進
め
て
い

き
た
い｣

旨
の
挨
拶
を
述

べ
た
。

会
議
で
は
、
最
初
に
連

合
新
潟
定
期
大
会
や
組
織

加
盟
報
告
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
長
岡

等
の
日
程
を
確
認
し
た
。

続
い
て
、
連
合
中
越
地

協
定
期
総
会
の
手
続
き
、

議
案
審
議
幹
事
会
や
支
部

総
会
日
程
の
把
握
と
各
支

部
の
年
度
末
決
算
の
手
続

き
と
報
告
な
ら
び
に
次
年

度
支
部
交
付
金
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
確
認
し
た
。

次
に
、
自
治
体
要
望
、

推
薦
議
員
と
の
日
常
的
連

携
、
反
貧
困
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
対
応
、
機
関
紙
へ
の

の
年
度
末
に
向
け
、
地
協

と
支
部
の
連
携
を
し
っ
か

り
行
い
、
総
会
に
向
け
た

意
思
統
一
を
図
り
た
い
。

参
議
院
選
挙
は
自
民
党
大

勝
と
な
っ
た
。
組
織
力
低

下
が
表
れ
た
結
果
と
な
っ

た
。
労
働
運
動
そ
の
も
の

が
現
場
で
は
疲
弊
し
て
い

る
。
危
機
感
を
持
っ
て
従

向
、
生
活
保
護
申
請
に
あ

た
る
保
護
の
内
容
や
保
護

決
定
ま
で
の
流
れ
等
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
た
。

講
義
後
に
は
、
事
前
に

質
問
し
て
お
い
た
６
項
目

へ
の
見
解
や
参
加
者
か
ら

の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ

い
た
。

連
合
中
越
地
協
は
、
第

３
回
支
部
代
表
者
会
議
を

８
月

24
日(

土)
午
前
中

に
開
催
し
、
定
期
総
会
と

年
度
末
に
向
け
各
支
部
と

協
議
し
た
。

矢
島
議
長
は
開
催
に
あ

た
り｢

今
年
度
最
後
の
代

表
者
会
議
だ
が
、
９
月
末

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
枠
選
出
幹
事

の
確
認
、
組
織
拡
大
の
取

り
組
み
、
長
岡
市
川
東
地

区
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

関
係
、
自
治
体
要
望
の
取

り
組
み
や
平
和
運
動
関
係

等
を
報
告
し
た
。

続
く
審
議
事
項
で
は
、

第

70
回
地
協
委
員
会
に

関
す
る
件
、
第

22
回
連

合
中
越
労
働
・
教
養
・
文

化
講
座
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

フ
ォ
ー
ラ
ム

in
長
岡
や

各
支
部
の
取
り
組
み
等
の

事
業
を
決
定
し
た
。

い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
新
潟
の

３
団
体
か
ら
相
談
員
な
ど

が
集
っ
て
、
長
岡
市
福
祉

保
健
部
生
活
支
援
課
の
藤

田
氏
か
ら｢
生
活
保
護
制

度
の
概
要
と
課
題
に
つ
い

て｣

を
受
講
し
た
。

２
時
間
半
に
わ
た
る
研
修

会
で
は
、
公
的
扶
助
制
度

の
歴
史
、
生
活
保
護
法
、

披
保
護
世
帯
数
な
ど
の
動
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連
合
中
越
地
協

第
12
回
幹
事
会
で
当
面
事
業
を
決
定

取
り
組
み
の
報
告
確
認
し
、
年
度
最
終
事
業
を
協
議
決
定

秋
田
書
店
が
漫
画
雑
誌
の
読

者
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
景
品
数
を
水

増
し
掲
載
し
て
い
た
問
題
で
、

消
費
者
庁
が
景
品
表
示
法
違
反

で
措
置
命
令
を
出
し
た
問
題
で

あ
る
が
、
あ
の
“
ド
カ
ベ
ン
”

や
“
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
”
を

世
に
送
り
、
出
版
業
界
で
も
最

大
手
の
企
業
で
こ
れ
だ
け
の
不

正
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
▼
そ
し
て
、
あ
ろ
う
こ
と

か
、
社
内
で
不
正
を
や
め
よ
う

と
訴
え
た
景
品
担
当
の
女
性
社

員
を
懲
戒
解
雇
し
て
い
た
と
い

う
の
だ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
こ
の

会
社
は
ブ
ラ
ッ
ク
な
の
か
。
今

回
の
消
費
者
庁
の
調
査
で
女
性

側
の
「
罪
を
な
す
り
つ
け
ら
れ

た
」
と
い
う
主
張
が
裏
付
け
と

な
り
、
解
雇
撤
回
を
求
め
て
提

訴
す
る
方
向
で
あ
り
、
当
然
の

行
動
で
あ
る
▼
女
性
が
加
盟
す

る
労
働
組
合
「
首
都
圏
青
年
ユ

ニ
オ
ン
」
に
よ
る
と
女
性
は
不

正
の
あ
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
担
当

を
４
年
以
上
努
め
て
い
た
。
担

当
に
な
っ
た
引
き
継
ぎ
の
際
、

不
正
を
知
り
「
一
つ
の
商
品
し

か
な
い
の
に
、
当
選
人
数
を
10

人
に
す
る
の
は
お
か
し
い
」
な

ど
と
上
司
に
訴
え
た
が
、
「
会

社
に
い
た
か
っ
た
ら
文
句
を
言

わ
ず
に
黙
っ
て
仕
事
し
ろ
」
と

言
わ
れ
た
と
い
う
▼
半
ば
恐
喝

ま
が
い
の
環
境
下
で
仕
事
を
続

け
、
適
応
障
害
や
睡
眠
障
害
を

発
症
し
、
半
年
間
休
職
し
て
い

た
が
、
休
職
中
に
難
癖
つ
け
ら

れ
解
雇
通
知
が
送
ら
れ
て
き
た

と
い
う
。
あ
ま
り
に
も
企
業
の

身
勝
手
と
理
不
尽
さ
に
、
開
い

た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
の
は
こ

の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
ブ

ラ
ッ
ク
の
企
業
は
10
倍
返
し
で

徹
底
的
に
世
間
か
ら
も
糾
弾
し

て
ほ
し
い
。 

議長

矢島良彦≪№121≫

   東蔵王２

長
岡
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「生
活
保
護
制
度
の
概
要
と
課
題
」を
学
ぶ

連
合
中
越
地
協

第
３
回
支
部
代
表
者
会
議

連
合
中
越
は
第
12
回
幹
事
会
を
８
月
23
日(

金)

18
時
30
分
か
ら
開
催
し
た
。
幹
事
会
で
は
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
確
認
し
た
ほ
か
、
年
度
最
終
事
業

が
決
定
さ
れ
た
。

労
福
協

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
経
験
交
流
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
墓
場
ま
で 

い
く
道
だ
け
は 

ゆ
ず
り
あ
う
）
（
体
型
が 

丸
く
な
っ
て
も 

カ
ド
取
れ
ず
）
（
パ
ー
ト
か
ら 

帰
っ
た
妻
に 

茶
を
入
れ
る
）
（
健
康
の 

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と 

タ
バ
コ
吸
い)
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連合中越加盟単組紹介
――  県職労長岡支部  ――
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県職労長岡支部は長岡市、小千谷市、出雲崎町内にある

新潟県の出先機関に勤務する職員で構成され、組合員数は

およそ８００人です。

一般行政職場の長岡地域振興局、県立病院の精神医療セ

ンター、障害者福祉施設のコロニーにいがた白岩の里、試

験研究機関の農業総合研究所

や、近代美術館、歴史博物館、

動物愛護センターなど、様々な

職種の職場があり、季節ごとに

レク活動を行って組合員同士の

交流を図っています。２月の

「スキーバスツアー」や８月の

「長岡花火鑑賞会」は毎年大勢

の参加があり、大変好評です。


